
 

日本英学史学会 中国・四国支部 

令和 2 年度 第 2 回 (通算 82 回) 研究例会のご案内 
 
  日 時： 2020年12月12日（土） 13:30 オンライン受付開始 
  方 法： オンライン会議システムZoomによる開催 
  参加費： 会員，非会員とも無料 
 

 本年度第 1 回研究例会は中止となりましたが，第 2 回（通算第 82 回）研究例会を，12 月 12 日（土），

オンラインにて開催いたします。初のオンライン開催となる今回の例会では 2 件の研究発表が予定されて

います。ふるってご参加くださいますよう，よろしくお願いいたします。 
 研究例会のあとには，こちらも初となるオンライン忘年会を企画いたしました。こちらの方へも多数のご

参加をお待ちしております。 
 
開会行事（14:00～14:10）        支部長挨拶 竹中 龍範（元 香川大学） 
 
研究発表(1)（14:10～15:20） 

  菊池武信と佐藤喜峰について 

                  安部 規子（久留米工業高等専門学校） 

本発表では，日本人のための英語発音の手引書である『英語発音秘訣』(1886) の著者菊池武信と

『天路歴程』の邦訳に関わった佐藤喜峰に焦点を当てる。菊池は英学者というより基督教信仰に人

生を捧げた人物であったが，受洗を始めとして不明な点も多かった。同郷の佐藤喜峰も上京し，基

督教を信仰した。佐藤と菊池，さらに築地の宣教師ヤングマンとの関係や社会活動について，佐藤

の子孫森晴彦氏の資料も紹介しながら，新たに明らかになったことを報告したい。 
 
研究発表(2)（15:40～16:50） 

  Basic Englishと広島の英語教育 

                  馬本 勉（県立広島大学） 

1930年に発表されたBasic Englishは早くから日本に紹介され，様々な訳書，解説書，論考など

が出版されてきた。これらの執筆者の中には，広島にゆかりのある人物が少なくない。本発表では，

1930年代を中心とする文献調査をもとに，広島ゆかりの人物がBasic Englishにどう関わり，それ

をどう評価していたかを探ることを通じて，日本におけるBasic English普及史の一端を明らかにし

たい。 
 
閉会行事（16:50～17:00）        副支部長挨拶 松岡 博信（安田女子大学） 
 
忘年懇親会（17:30～19:00） オンラインで開催（参加自由。飲み物や食事は各自準備） 
                                                                            

オンライン研究例会・忘年会 参加申し込みについて 
12月10日（木）までに，電子メールにてお申込みください。（メールアドレス  eigaku@tom.edisc.jp） 
後日，研究例会・忘年会参加用のURL（アクセス用アドレス）をお送りします。 

  


